















Support System for Children with Developmental Disorder Based 
In One Laboratory of the University
─ The Making of Opportunity to Promote Self-Aﬃ  rmation of People Concerned ─
瀧 　 澤 　 　 　 聡１） 佐 　 藤 　 満 　 雄２） 
Satoshi TAKIZAWA Mitsuo SATO
小 　 島 　 利 　 佳３） 和 　 　 　 史 　 朗１）





















































































































































































































12月 16：30～18：00 北翔大学スポル６階 ８組 ゼミ生によるムーブメント活動
１月 10：00～12：00 第二著者研究室 ４名 会議
２月 16：30～18：00 北翔大学スポル６階 ６組 ゼミ生によるムーブメント活動















７月 17：00～18：00 北翔大学スポル６階 ８組 ゼミ生によるムーブメント活動




12月 16：30～18：00 北翔大学スポル６階 ４組 ゼミ生によるムーブメント活動
２月 17：00～18：00 北翔大学スポル６階 ６組 ゼミ生によるムーブメント活動














































５月 17：00～18：00 北翔大学スポル６階 ６組 ゼミ生によるムーブメント活動
６月 16：45～18：00 北翔大学スポル６階 ６組 ゼミ生によるムーブメント活動




９月 16：45～18：00 北翔大学スポル６階 ６組 ゼミ生によるムーブメント活動
10月 16：45～18：00 北翔大学スポル６階 ５組 ゼミ生によるムーブメント活動






















10：30 第一著者研究室 ３名 ８名（４年生） 会議：活動方針
16：45～
18：00 北翔大学スポル6階 ７組 ７名（４年生） ゼミ生によるムーブメント活動
５月 17：00～18：00 北翔大学スポル6階 ７組 ４名（４年生） ゼミ生によるムーブメント活動
６月 16：45～18：00 北翔大学スポル６階 ６組 ５名（４年生） ゼミ生によるムーブメント活動
７月
15：00～
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